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１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 2,259 6.4 297 2.9 296 2.4 191 4.6 

2018年３月期第２四半期 2,122 18.7 289 88.8 289 89.4 182 97.9 
 
（注）包括利益 2019年３月期第２四半期 191 百万円 （4.6％）   2018年３月期第２四半期 182 百万円 （97.9％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年３月期第２四半期 11.18 11.12 

2018年３月期第２四半期 10.70 10.63 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 4,615 2,415 50.8 

2018年３月期 4,648 2,675 56.2 
 
（参考）自己資本 2019年３月期第２四半期 2,343 百万円   2018年３月期 2,613 百万円 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 0.00 － 9.00 9.00 

2019年３月期 － 0.00       

2019年３月期（予想）     － 10.00 10.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    
 
３.2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 5,160 15.1 910 11.1 910 10.0 620 9.8 36.50 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期２Ｑ 17,165,200 株 2018年３月期 17,154,200 株 

②  期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ 300,500 株 2018年３月期 500 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Ｑ 17,107,215 株 2018年３月期２Ｑ 17,080,020 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が本資料発表日現在において入手可能な情報

に基づき作成されたものです。実際の業績は、今後の様々な要因により、予想値と異なる可能性があります。なお、

業績予想の前提となる仮定等については、［添付資料］Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業

績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、相次ぐ自然災害の影響を受けたものの、好調な企業収益を背景

に緩やかな景気回復基調を継続いたしましたが、人手不足による人件費の上昇や原油高による原材料費の高騰、米中

の貿易摩擦問題深刻化による世界経済の減速懸念等、先行きの不透明感が高まる状況で推移いたしました。

このような経済状況の中、当社は、本年８月、「中期経営計画２０２０」(２０１８年度～２０２０年度)を策定、

既存事業で培ってきた強みを活かして周辺領域へのビジネス拡大を推進することを基本方針とし、メンタリティマネ

ジメント事業においては健康経営・人材開発事業のプラットフォームを確立し、また、就業障がい者支援事業におい

ては仕事と疾病・育児・介護等との両立支援事業のプラットフォームを確立することにより、企業の生産性向上と

人々が安心して働ける環境整備を実現することを経営ビジョンとした事業活動を展開しております。 

当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、メンタリティマネジメント事業及び就業障がい者支援事業の

売上高伸長に伴い、増収となりました。 

一方、費用面につきましては、今後の各事業分野の成長戦略を見据えて要員を先行配置したことに伴い人件費が増

加し、また、メンタリティマネジメント事業において、ストレスチェック実施後の個人や組織の課題改善のためのソ

リューションビジネスを強化するための諸施策実施費用を計上したことにより、売上高費用比率は上昇いたしまし

た。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,259百万円（前年同期比6.4％増）、営業利益は297百万円（前

年同期比2.9％増）、経常利益は296百万円（前年同期比2.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は191百万円

（前年同期比4.6％増）となりました。

 

報告セグメントの業績は以下の通りです。 

 

（メンタリティマネジメント事業） 

当事業におきましては、単にストレスチェック義務化対応商品の提供先拡大にとどまらず、ストレスチェック後の

個人のセルフケア支援策や組織診断結果に基づく職場環境改善策等、顧客企業の職場の活性化と生産性向上を図るた

めの各種ソリューション商品の提案営業を推進いたしました。また、法制化３年目にあたり、企業におけるストレス

チェック結果活用ニーズの高まりを受け、当社の知見とノウハウに基づくソリューション商品単体での販売を開始し

たほか、他社のストレスチェック義務化対応サービスを利用中の企業が、当社サービスへのスムーズな切り替えを行

うことに対応した商品を新たにラインアップいたしました。さらには、中期経営計画の重点課題である健康経営・人

材開発事業推進のため、メンタルヘルスとフィジカルヘルスの融合を見据えた健診結果管理システムの提供に加え

て、ストレスチェックデータ及び健診データ双方の分析結果に基づく健康経営支援サービスの提供を開始いたしまし

た。 

当期間の売上高につきましては、主にストレスチェック義務化対応商品「アドバンテッジタフネスシリーズ」の売

上が伸長し、増収となりました。費用面につきましては、サービス提供先及び利用者数増加に伴うオペレーション関

連費用が増加したことに加え、中期経営計画を踏まえた新たな商品及びサービス開発体制の強化や、ストレスチェッ

ク後のソリューション商品提供に注力した営業活動への積極的な人的資源の投下を実施した結果、経費負担が増加い

たしました。 

これらの結果、メンタリティマネジメント事業の売上高は1,651百万円（前年同期比6.7％増）、営業利益は363百

万円（前年同期比2.6％増）となりました。 

 

（就業障がい者支援事業） 

当事業におきましては、保険分野で有力企業との取引関係を有するマーケットホルダーや地方等の有力な保険代理

店との連携強化を通じた効果的かつ効率的なＧＬＴＤ（Group Long Term Disability：団体長期障害所得補償保険）

の新規顧客開拓に注力いたしました。また、飛躍的に増加した当社のメンタルヘルスケアサービス導入企業への販売

体制の強化を行いました。一方、既存契約先へのアプローチといたしましては、顧客企業の人事部等との協力関係の

強化を図りつつ、任意加入者増加のための諸施策を実施するとともに、グループ企業へのＧＬＴＤ制度導入の提案を

推進いたしました。 

当期間の売上高につきましては、新規契約獲得が売上伸長に寄与いたしました。費用面につきましては、営業機能

を強化し、販売体制とオペレーション体制の人員配置の見直しをした結果、人件費及び関連諸費用が増加いたしまし

た。 

これらの結果、就業障がい者支援事業の売上高は442百万円（前年同期比8.5％増）、営業利益は174百万円（前年

同期比3.4％減）となりました。
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（リスクファイナンシング事業） 

主に企業等に勤務する個人を対象として保険商品を販売しております当事業では、売上高につきましては前年同期

比で若干の減収となりました。費用面につきましては、オペレーション業務の改善等を推進して引き続きコスト抑制

に取り組みました。

これらの結果、リスクファイナンシング事業の売上高は164百万円（前年同期比1.0％減）、営業利益は135百万円

（前年同期比0.9％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産・負債及び純資産の状況 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っております。 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末より32百万円減少し、4,615百万円となりました。流動

資産は１百万円減少し、3,437百万円となりました。これは主に、当期間の経営成績の結果により現金及び預金が増

加した一方で、保険代理店勘定が減少したことによるものです。固定資産は31百万円減少し、1,178百万円となりま

した。これは主に無形固定資産が償却により減少したことによるものです。 

当第２四半期連結会計期間末の負債は前連結会計年度末より227百万円増加し、2,199百万円となりました。流動負

債は220百万円増加し、2,130百万円となりました。これは主に、前受収益が増加した一方で、保険料預り金が減少し

たことによるものです。固定負債は６百万円増加し、68百万円となりました。これは主に、本社の増床により資産除

去債務が増加したことによるものです。 

当第２四半期連結会計期間末の純資産は前連結会計年度末より260百万円減少し、2,415百万円となりました。これ

は主に、自己株式の取得を実施したことによるものです。 

なお、保険会社に帰属する保険料で当社の口座に残高のあるものについては、保険代理店勘定及び保険料預り金と

して対照勘定処理を行っております。これらを除いた場合の自己資本比率は54.0％となります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は前第２四半期連結会計期間末

より150百万円増加し、2,425百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は805百万円（前年同期比6.4％増）となりました。これは主に、税金等調整前四半期

純利益が296百万円となったことに加えて、前受収益の増加額が473百万円となったことによるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は93百万円（前年同期比47.1%減）となりました。これは主に、有形固定資産及び無

形固定資産の取得に伴う支出が99百万円になったことによるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は465百万円（前年同期比306.8%増）となりました。これは、自己株式の取得による

支出が316百万円となったことに加え、配当金の支払が154百万円生じたことによるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、2018年５月14日に開示した業績予想に変更はありません。 

なお、１株当たり当期純利益につきましては、本資料発表日現在予測可能な株式数の増減を反映させた期中平均株

式数を元に算出しております。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,178,052 2,425,295 

受取手形及び売掛金 670,838 603,064 

保険代理店勘定 468,263 276,256 

その他 121,377 132,560 

流動資産合計 3,438,531 3,437,177 

固定資産    

有形固定資産    

建物附属設備 245,095 286,692 

減価償却累計額 △82,196 △92,472 

建物附属設備（純額） 162,898 194,220 

工具、器具及び備品 188,027 210,258 

減価償却累計額 △133,727 △144,550 

工具、器具及び備品（純額） 54,299 65,708 

有形固定資産合計 217,197 259,928 

無形固定資産    

のれん 253,520 226,117 

ソフトウエア 479,342 421,159 

ソフトウエア仮勘定 8,129 30,353 

その他 10,531 7,014 

無形固定資産合計 751,524 684,644 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,806 2,806 

敷金及び保証金 153,343 152,083 

繰延税金資産 76,591 67,370 

その他 8,186 11,293 

投資その他の資産合計 240,927 233,553 

固定資産合計 1,209,649 1,178,127 

資産合計 4,648,181 4,615,304 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

短期借入金 170,000 170,000 

未払法人税等 152,477 112,425 

前受収益 660,943 1,134,533 

保険料預り金 468,263 276,256 

賞与引当金 163,175 147,453 

その他 294,682 289,796 

流動負債合計 1,909,542 2,130,465 

固定負債    

資産除去債務 62,649 68,895 

固定負債合計 62,649 68,895 

負債合計 1,972,191 2,199,361 

純資産の部    

株主資本    

資本金 314,241 318,756 

資本剰余金 265,831 270,346 

利益剰余金 2,033,332 2,070,195 

自己株式 △163 △315,862 

株主資本合計 2,613,241 2,343,437 

新株予約権 62,748 72,505 

純資産合計 2,675,989 2,415,943 

負債純資産合計 4,648,181 4,615,304 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

売上高 2,122,929 2,259,253 

売上原価 453,474 477,273 

売上総利益 1,669,454 1,781,979 

販売費及び一般管理費 1,380,153 1,484,382 

営業利益 289,300 297,597 

営業外収益    

受取配当金 75 75 

未払配当金除斥益 243 153 

助成金収入 185 － 

その他 58 51 

営業外収益合計 562 280 

営業外費用    

支払利息 760 475 

支払手数料 － 1,251 

営業外費用合計 760 1,727 

経常利益 289,102 296,150 

税金等調整前四半期純利益 289,102 296,150 

法人税、住民税及び事業税 93,558 95,682 

法人税等調整額 12,725 9,220 

法人税等合計 106,283 104,903 

四半期純利益 182,819 191,247 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 182,819 191,247 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

四半期純利益 182,819 191,247 

四半期包括利益 182,819 191,247 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 182,819 191,247 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 289,102 296,150 

減価償却費 124,566 124,285 

のれん償却額 29,503 27,402 

受取利息及び受取配当金 △75 △75 

支払手数料 － 1,251 

支払利息 760 475 

株式報酬費用 15,352 12,782 

賞与引当金の増減額（△は減少） △11,195 △15,722 

売上債権の増減額（△は増加） 91,565 67,773 

前受収益の増減額（△は減少） 487,674 473,589 

その他の資産の増減額（△は増加） △2,349 △19,364 

その他の負債の増減額（△は減少） △41,410 △9,901 

小計 983,495 958,647 

利息及び配当金の受取額 75 75 

利息の支払額 △467 △475 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △225,505 △152,493 

営業活動によるキャッシュ・フロー 757,598 805,754 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △100,482 △61,240 

無形固定資産の取得による支出 △59,655 △38,488 

敷金及び保証金の差入による支出 △17,562 △321 

敷金及び保証金の回収による収入 1,229 6,748 

投資活動によるキャッシュ・フロー △176,470 △93,301 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,092 6,006 

自己株式の取得による支出 － △316,950 

配当金の支払額 △115,442 △154,264 

財務活動によるキャッシュ・フロー △114,350 △465,209 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 466,776 247,242 

現金及び現金同等物の期首残高 1,807,976 2,178,052 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,274,753 2,425,295 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の取得）

当社は、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づく自己株式の取得につ

いて、次の通り実施いたしました。なお、以下の取得をもって、2018年８月７日開催の取締役会の決議に基づく自己

株式の取得を終了しております。

（１）取得した株式の種類   当社普通株式 

（２）取得した株式の総数   300,000株

（３）株式の取得価額の総額  315,698,600円

（４）取得期間        2018年８月９日から2018年９月20日まで

（５）取得方法        東京証券取引所における市場買付

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。 
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（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

 
メンタリティ 

マネジメント事業 

就業障がい者 

支援事業 

リスクファイナン 

シング事業 
合計 

売上高        

外部顧客への売上高 1,548,535 407,883 166,510 2,122,929 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － 

計 1,548,535 407,883 166,510 2,122,929 

セグメント利益 354,868 180,735 134,036 669,640 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

                                (単位：千円)

 利益 金額

 報告セグメント計

 全社費用(注)

669,640

△380,340

 四半期連結損益計算書の営業利益 289,300

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費であります。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

 
メンタリティ 

マネジメント事業 

就業障がい者 

支援事業 

リスクファイナン 

シング事業 
合計 

売上高        

外部顧客への売上高 1,651,865 442,610 164,778 2,259,253 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － 

計 1,651,865 442,610 164,778 2,259,253 

セグメント利益 363,922 174,525 135,215 673,663 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

                                (単位：千円)

 利益 金額

 報告セグメント計

 全社費用(注)

673,663

△376,066

 四半期連結損益計算書の営業利益 297,597

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費であります。
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